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I 組織された行動体系の基礎概念
社会学における機能主義的アプローチの展開を推進したデュルケームとパー
ソンズの研究を概略した。オルダースンは，パーソンズの機能主義的アプロー
チから明示的ないし暗示的に影響を受け，それを結果としてオルダースン理論
の肉や血および骨格となしたのであった。
このようにして到達したオルダースンの機能主義的立場およびこれを前提条
件として形成された組織された行動体系を取り上げるのが，本節の目的であるO
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( 1 ）オルダースンの機能主義的立場
オルダースンは，自己の機能主義的立場を次のように明言する。「筆者が行
動諸科学の読書を介して長い間感じてきたことは，機能主義こそこれらすべて
の学問領域の共通項を提示するただ1つの学説であるという点であるO 行動諸
科学の個々における代替案の 1つが機能主義なのである。」（44）すなわち，「機能
主義以外の代替案は，特定領域の歴史的な論争や特殊問題を反映し，領域間の
統合を促すよりも障壁を維持する傾向がある。」（45）からである。
しかし，オルダースンは自らの見解に機能主義という名称を採用することに
欝賭するのである。この事がマーケティング分野において若干の混乱を招来す
る可能があるからであるO すなわち，初期のマーケテインクo研究者はマーケティ
ング機能を一般化の基礎として強調した。蓋し，それは機能主義なる用語が行
動諸科学で使用される場合の意味でマーケティング体系の全体的産出ではなかっ
た。（46）オルダースンは，機能主義において体系と体系産出が強調される，と述
べるO 機能主義が体系の構造に焦点を絞るのは投入・産出の現在の関連を確定
し，かような関連を改善する基礎とするからであるO かくして，機能主義とは
問題解決指向者が当然となるべき立場なのである。（47)
機能主義は何らかの行為体系を特定することから出発し，次にそれがいかに
して，何故に現在あるがように作用するのかを決定しようとする科学への接近
方法なのであるO 機能主義は全体としての体系を強調する一方で，事実に即し
たデータや行為問題を扱うのに有用な概念用具としての理論に関心を持つので・
あるO 機能主義者は機能のみならず構造にも関心を向ける必要がある。構造と
機能は科学的研究のテーマに包含されるが，機能主義者は集団行動で基本的に
機能が構造を決定するがその逆ではないと信ずるのである。（48）しかし，現実的
(44) Wroe Alderson, Dynamic Marketing Behavior, Homewood, Illnois:Richard D. Irwin, Inc., 
1965,p.5. （以下において， Alderson[1965］と表記する。）
(45) Ibid 
( 46) Ibid,p.11. 
(47) Ibid 
(48) Wroe Alderson, Marketing Behavior and Executive Action, Homewood, Illnois:Richard 
D. Irwin, Inc., 1957,p.17. （以下において， Alderson[1957］と表記する。）
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機能あるいは潜在的機能の認識と理解から開始しなければ，集団の機能活動に
正しい解釈を示すことはほとんど不可能なのである。（49)
このような状況から，社会科学者全員に共通していることは，彼らの特別な
関心の視角から，人間行動の全体を理解して説明したいという欲求なのである。
人間行動の一般科学のみならずマーケティングにとっても機能主義をヨリ重要
にせしめるのは，社会科学や生物科学においても共通要素が発見されるからで
あるO 人間集団の内部組織やその環境への適応により，人間集団は社会学者の
適切な研究対象となっているわけである。また人間集団内部の態度や意思決定
は個人の態度や意思決定そのものをとなることから，人間集団が心理学の研究
領域になりうるのである。この視角は人類学にも適応される。機能主義的視座
は，社会科学の統合への努力の最前面においても明らかになっているO かよう
な努力の果実は，パーソンズの陣頭指揮のもとで社会学，人類学，心理学の分
野の研究者の共同研究として実現されたのだった。（50）この共同研究は，行動科
学の最初期の記念碑的存在となったのである。
要するに，行動諸科学を貫いて流れる一本の共通した源流こそが，他ならぬ
機能主義だったのだ。
行動諸科学と密接な関係を今日において維持するマーケティング論では，機
能主義はどのような位置を占めているのであろうか。この間に先ず答える前に，
マーケティング論で主に論じられてきた三つのアプローチを述べよう。この過
程で，機能主義の特徴がより明確になると考えられるからである。オルダース
ンは述べる。「機能主議なる言葉は，マーケティングにおいて心理学や他の社
会科学におけるよりもヨリ狭い意味で使用されてきた。マーケティングの教師
は，マーケティングの世界を記述・説明するために三つのアプローチ，すなわ
ち商品別アプローチ，機関別アプローチ，機能的アプローチを論じてきた。商
品別アプローチを採用する者は，彼らが種々な商品分野に展開してゆくことに
(49) Ibid 
(50) /bid,pp.18～19. 
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より，仔細なマーケティング過程における大きな差異に印象づけられる。彼ら
は，鉄鋼と鉄鋼製品のマーケティングの現実的記述を提示する唯一のアプロー
チは，叙述を当該商品種類に限定することであると考える。彼らは鉄鋼のマー
ケティングと化粧品や機械工具のマーケティングとの聞には類似点はほとんど
なく，商品を越えた一般化の試みはL、ずれも無意味なほど抽象的になると主張
する。マーケティングにおける機関別アプローチはマーケティング行動の記述
を，マーケティングに参加する種々の型の企業や政府機関からはじめようとす
る。（機関別アプローチにおいて）マーケティングの議論のほとんどがなお記
述の段階にあり，理論的枠組みを開発しようとする努力は比較的最近のことで
ある…。」（叩
オルダースンは続けて述べる。「機能主義はマーケティングにおける理論的
発展にとり最も期待しうるアプローチである。なぜなら，それはあらゆる型の
商品とマーケティングに参加するあらゆる型の企業に適用しうる概念から出発
するからである…まずマーケティング機能を特定し，次にそれが様々な情況に
どのように適合するかを示すことである。（このように）機能分類は理論開発
の出発点であり終局点ではないのだ。機能分析は，マーケティング問題の解釈
にも解決にも使われているO 機能分類はマーケティング活動を遂行する種々の
集団あるいは組織された行動体系との関連で提示されねばならなL、。真の機能
主義者はマーケティングを強調することによって経営の他の側面を無視したり，
あるいは単一の要素を誇張して全体を把握することに失敗してはならなL、。マー
ケティングは…全体としての経営政策を理解するのに有利な点であるとみなさ
れねばならない。」側
オルダースンの以上の言明から，彼のマーケティングに対する思考がヨリ鮮
明になったと言いうるであろう。つまり，個々の要素分析を中心に行うのでは
なく，体系を全体として取り扱うことの必要性を強調するのであるO
(51) Ibid,p.22. 
(52) Jbid,p.23. 
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その一方で，オルダースンは次のようにも叙述するO 「執筆者は自らの立場
を機能主義として特徴つntるものの，その立場が限界と困難を持つことを知ら
ないわけではないのだ。この選択は…集団行動が基本的であるとする傾向によ
るかも知れなL、。しかし，機能主義は多くの社会科学を統合しようとする試み
のなかで明らかに最良のアプローチであるO その一方で，それは他の領域範囲
からの借用を促す概念枠組をマーケティングに付与するのである。…機能主義
者は事物がどのように作用するか，またその作用の改善には何が含まれている
のかを強調するけれども，それ故にこそ，機能主義は何よりも実践的問題の解
決に関心を持つマーケティングの如き領域範囲における理論的アプローチにふ
さわしいのである。」（叩
以上から明らかなように，マーケテインク守理論への機能主義的アプローチは
組織された行動体系の考察から開始されるのであるO
( 2) 組織された行動体系の形成と存続
集団により構成される組織された行動体系は，勢力体系，情報伝達体系，投
入・産出体系および対内・対外調整体系の四つの下位体系に分割されるO 勢力
体系と情報伝達体系は行動体系を形成する最も原基的要素であり，また体系的
行為の必要かっ十分条件となっている。側勢力体系と情報伝達体系の基礎を所
与とする場合，倒集団内部で発現する原基的操作を扱うことにしよう。
第1の原基的操作は割当てである。原基的な集団操作として食物供給の分配
と性的満足の分配が考えられるO このような割当て過程は，原基的集団におい
て身分と地位により左右される。（56）しかし，勢力体系ないし勢力構造は次の条
件下で安定し，同時に集団はそのまま維持されることになるO 第 1の条件は，
(53) lbid,pp.23～24. 
(54) lbid,p.35. 
(55）勢力体系は，情報伝達体系が存在し機能する場合に，はじめて行動体系の下位体系
として有効に機能し始めるのである。換言すると，勢力体系の源泉は情報伝達体系に
あると言えるであろう。
(56) Alderson [1957] ,p.37. 
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それぞれの分け前を継続的に受容し，秩序だった方法で実施されて割当て機能
を持つことが集団全体にとり価値を有するというものである。第2の条件は，
供給の急激な増減に左右されることなく，希少性の配分量が適切な限度内で変
化すべきである点である0(57) 
割当て機能あるいは配分機能は地位体系と関連する。この機能は集団の地位
体系を統制することを目的とし，集団の公式的規制の問題である。（58）社会組織
において存続し，承認されている慣習や法がこれに相応するのである。
原基的操作としていま一つ考えられるのが防御である。マーケティング理論
に関連して集団防御に関してオルダースンが興味を持ったのが，資源の防御で
あった。彼によれば，経済集団が資源防御に従事するかぎり，その活動は割当
ての拡張あるいは補足とみなされる。分け前を決定する対内的行為と分配すべ
き財あるいは資源保全という対外的行為がそれであるO こうした行為は，集団
の生命を維持・保全するために必要とされる最低の資源量をもち存続してゆく
うえで，原基的段階においても要請されるのである。以上から明らかなことは，
集団はその存続を可能ならしめるために何らかの種類の余剰を生産し続けねばな
らないということであるO つまり，集団成員であることにより，集団で生成する
余剰の分配を得られうるという，期待が拡大することを意味するのである。（即原
基的操作は高度に発達した集団活動にも存在し，どのような経済過程にも多大
な影響を持つ，（60）とオルダースンは言明する。
ところで既述したように，集団行動において主要な体系は勢力体系と情報伝
達体系であり，これらの体系は極めて密接に相互関連的であるO したがって，
両者が共存することによりはじめて相互に機能しあうのである。以下において，
このことを前提として議論を展開しよう。
情報伝達手段として，一連の合図，指図および情報が存在する。オルダース
(57) lbid,p.37～38. 
(58) lbid,p.38. 
(59) lbid,p.39. 
(60) Ibid 
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ンは，マーケティング等に特に重要なのは操作信号と称される合図である，と
指摘するO 操作信号の目的はある一連の行動の開始と終了を指示することにあ
るO マーケティングにも有効な情報伝達の重要性を向上させる規模，分散，多
様といった総ての特徴を包含する。（61)
情報伝達の類型としての指図は，特定の事態の発生前に，あるいは個人が操
作体系の正式の成員になる以前に実施されるo マーケティングにおいて総ての
緊急事態を予測することは事実上不可能であり，事前に与えられる指図は，販
売員，卸売商および小売商に決定準則を与えられねばならなL〉仙
最広義の意味における情報伝達の効果は轍密な勢力シンボルに見られ，特に
政治において明白である。勢力シンボルは経営組織にも普及し，マーケティン
グでは商標というシンボルを立ち上げるのに莫大な資本投資が実施されている。
情報伝達の重要な側面として，オルダースンは次の点を述べるO 「シンボル的
行動が勢力体系を維持するうえで力にどの程度代替されるかであるO 説得が強
制に代替され， リーダーはヨリ思いきった行為を執行する権限を持つ場合にも
態度や期待を改めることによって個人を同調させようとするO この型の情報伝
達は負の期待と正の期待に関連するO 換言すると，情報伝達の媒体を介しての
勢力の行使は大半が脅しと約束の両方に関連する。」（63)
情報伝達が勢力に影響を与えると同じく，勢力も情報伝達に影響を及ぼす。
情報伝達と勢力は，多くの場合必然的に同じ経路を流れるO 勢力が同じ経路を
介して送信されるという事実が頻繁にメッセージを歪める。マーケティングに
おいて，メッセージのかような歪みは流通経路で多発する。メッセージが査め
られない場合でも，中間商人が無関心な態度をとれば，最終点で弱い信号とな
るかもしれなL、。マーケティング経営者はこの困難性を克服し解消しようとし
て，販売員訓練の実施や広告の採用をし，信号や販売メッセージが取引経路に
入るときに強力且つ鮮明となる保証を得ょうとして行動するのであるO(64) 
(61) lbid,pp.40～41. 
(62) lbid,p.41. 
(63) lbid,p.43. 
(64) lbid,pp.44～45. 
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勢力構造と情報伝達設備の結合は，地位的行動と称される集団内行動の重要
な基礎であり，集団内での自己の地位に影響をおよぼすように主に仕向けられ
る個人行動であるO 組織階層構造や序列があれば，ある段階の成員聞に次の段
階への昇進をめぐり対抗が存在するO つまり，地位の場合にも希少性の原理が
働くのであるO また，組織階層で行なわれる対抗は，形態のみならず勢力構造
が個人に付与する機会の種類も同じく集団全体にとっての結果にも相違を生じ
させる。地位的行動の結託形態は常に同段階の対抗者に向けられるわけではな
く， k位段階や下位段階の対抗者や共謀者にも向けられるのである。（削
勢力動因は勢力原理と称されるものを介して動態的に発現するのである。オ
ルダースンは言う。「個人あるいは組織は生存競争に打ち勝つために，行為勢
力を強化するような方法で行動しなければならな~'o勢力原理は成長しつつあ
る体系の拡張との関連で特に重要である。体系が成長するとき，体系はその正
規の過程をヨリ大規模に実施すべく勢力あるいは能力を増大する。勢力の存在
はこれらの多くの諸活動が持続するための必要条件であるO したがって，勢力
の維持と強化はあらゆる組織された行動体系にとって本来的目標であるO …勢
力原理の特殊な適用や系は集団行為の中に多く見ることができる。」怖）
勢力原理は，行為のためのエネルギーや能力の統制と使用に関連したり，代
替案の選択を規定する一般原理として経営者の意思決定に影響をおよぼすので
ある。（叩
これまでの議論は，個人が体系の中で存続と成長を追求し，正常な機能の成
果を希求する組織された環境の一部として体系を位置づけた。ここでは，体系
も環境をもち，体系と環境との均衡は変化しうるという認識にもとづいているO
体系自体は目標指向的行動を執行するが，「成長と自己実現の質的領域範囲
が人間の段階で大きく拡大し，個人がその最終目的を得るために多くの型の組
織された行動体系において協調しても，なお存続と成長をめぐる個人の競争は
(65) lbid,pp.45～46. 
(66) lbid,p.51. 
(67) lbid,pp.51～52. 
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人間活動の基礎に横たわっているのである。」（船体系は長期間あたかもそれ自
体の運命を持ち，存続と成長なる内在的目標により導かれているように行動す
るO しかし，あらゆる型の組織された行動体系聞の生存競争は，個人の生存競
争のいくつかの限界を越えてきたのである。例えば，企業組織は全く慣性や惰
性を介して，内的調整をなさずに何年間も存続する可能性もありうるO 行動体
系が付与する財貨の余剰や精神的満足が減少したり消滅したとしても，個人は
より代替案を保持しないために依然としてすがりつくこともありうる。こうし
たことから，存続と成長に関連する競争の帰結は，必ずしも純粋競争の理論を
基にして予言されうるわけではないのである。畑）
下位体系の地位期待を介しての存続に関連して，オルダースンは次のような
命題を与えた。すなわち，「組織された行動体系は，その占有する足場が構成
員の地位期待から生じる集団行為により持続されるかぎり，存続する傾向をも
っ。」（70）というものであり，彼はこれを存続の第 l原理と呼んだ。この命題の
説明としてオルダースンは次のように示す。「行動体系を構成する個人や下位
体系は，行動体系が彼らに地位の基礎を提供するゆえに，その存続と利害関係
をもっO それが操作体系であれば，体系に関連した彼らの期待はそこからひき
だされる所得や財貨とも関係をもっ。産出の分け前は地位と関連するために，
これらの期待は地位期待に依存するO 地位期待を志向する集団行為の部分は，
このようにして体系の維持の主な要因であるとみなされる。」m
組織された行為体系の存続は，競争戦略を介しても実現される。オルダース
ンはこれを存続の第2の原理と呼び，次の命題を提示した。すなわち「組織さ
れた行動体系は周辺部分において基礎を失ったとしてもその位置の核部分にお
いて存続可能であり，さらにそうするうちに競争者により見すごされてきた戦
略を利用できるような独自のキャンぺーンを成熟させることが可能であるため
(68) lbid,pp.53～54 
(69) Ibid,pp.54～55. 
(70) lbid,p.55. 
(71) Ibid 
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に，競争者の最も攻勢的な攻撃にも生き抜くかも知れない。」（72）というもので
ある。
第3の存続原理は，「組織された行動体系は環境変化にともないきびしい機
能上の混乱が生起しても，新しい機能を開発したり既存機能の遂行のための新
しい方法を採用するに十分な可塑性をもつならば，存続するであろう。」仰と
いう命題の中に適格に表現されているo 可塑性は行動パターンの再形成を実施
する能力であり，行動体系の機能活動においてこのような根本的変革が発現す
る事実は，体系の生命力および存続に対する動因の強さに関する証拠である。
行動体系の高度な専門家が実現するほど，その機能上の混乱は著しくなるO 専
門化は行動体系の拡張とその活動領域範囲の拡大に随伴して必然的に発現する
のである。
第4の存続原理は，成長を介して実現されるO 成長は存続のために必要であ
るO また，成長自体は総ての企業組織にとり競争の重要な側面である。生命力
は存続のために不可欠とされるが，企業組織の生命力はその社員の活力と覇気
に依存するのである。（74) 財貨の供給者は急速に成長しつつある顧客企業に対し，
その企業がヨリ大規模になった後も顧客を誘引しようとして，有利な取引条件
を付与する傾向がある。成長が重要な点は，技術進歩を介して新たな可能性が
たえず開放されている多くの社会や多くの型の組織された行動体系にも妥当す
るのである。（75)
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